
4月12日(火)以 降の泉キ ャンパ スへの立 ち入 り

5月9日 新年度授業 開始 に向けて、 全学が動 いてお ります。先週の強い余震後の、本 日

の全学の会議において も、主な 日程は変更 されませんで した。泉キ ャンパスで も、それ に

向けた各種研究室等の片付けを本格化 しなければな りません。学生の手助けも必要です。

しか し、 まだ建物の修繕 ・復旧はな されてお らず、危険箇所 も各所 に残って います。それ

ゆえ、土樋キャンパスのよ うに、学生の 自由なキ ャンパス立ち入 りを認めることはでき ま

せん。明 日(12日)以 降、以下の ようにします。

教員について

1)3号 館 、4号 館 、5号 館に限 り、9:00～16:45の 時間帯で立ち入 り可能。

2)1号 館1階 の災害対策本部で氏名 と入室時刻 を記入 し、終 了後は退出時刻を記入。

3)土 日に関 しては、これか らカー ドシステム作動チェックな ど必要事項の確認をおこない、

その結果 を踏 まえて改めて連絡。

学 生について

1)キ ャンパス建物群側 については、以下の学生だけが入構できる もの とする。就職係への

相談、富種証明書の申請 と取得、カ ウンセ リングセ ンター来訪、各種研究室の片付けに関

する教員の手伝い、部屋探 しを 目的 と した新入生の生協来店。

2)実 験実 習室や個人研究室な どを片付 けるために学生の手助けが必要な とき、以下のよ う

な仕方で学生のキャンパス立ち入 りを可能 とする。ただし、危険のないよう教員はつね に

学生の行動 に配意する。

①教員が事前に学生に手助けを依頼す る。

②依頼 された学生は、入構のさい、必 ず正門警備室で 「○○先生の片付けの手伝いに来 ま

した」 と告げる。

③依 頼 した教員 と学生の集合場所 は1号 館1階 ロビー対策本部 とし、時間を決めておちあ

う。教員は学生の氏名を用紙に記入 し、学生は対策本部で用意 したネームホル ダーに学生

証を入れて身につける。

④作業終 了後、ふたたび1号 館1階 ロビー対策本部 に立ち寄 り、退出時刻を記入 してネー

ムホル ダー を返却する。

⑤ 昼食、軍手等作業に必要な ものは持参するか教員が用意

⑥学生がキャンパスに滞在できるのは、教員 と同様、9:00～16:45と する。


